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福岡県における老人医療費とその地域格差の

規定要因に関する研究

畝 博

　福岡県における平成4年度の国民健康保険の老人医療費のデータを用いて，福岡県下97市町村別に社会経

済，医療供給，医療需要，家族構成，家庭環境，保健活動，および福祉サービスの指標と老人1人当たりの

入院および入院外診療費との関係について単相関分析と重回帰分析を行い，医療費の市町村格差を規定して

いる要因について分析した。また，福岡県の老人医療費と全国のそれを比較し，福岡県における老人医療費

の特徴についても検討した。

　結果は以下のとおりである。

　1.　福岡県における老人1人当たり入院診療費は全国より43％高かった。福岡県の入院診療費の高い原因

は入院受療率が高いためであり，1日当たり入院診療費は全国よりむしろ低かった。老人1人当たり入院外

診療費は全国とほぼ同じであった。

　2.　6ヵ月以上入院している70歳以上の長期入院患者は70歳以上の老人被保険者の6.7％を占め，その半数

以上の者は入院期間が330～365日のほぼ通年入院であった。長期入院患者の56.8％の者が循環系の疾患によ

る入院であった。

　3.　老人1人当たり入院診療費に対する単相関分析と重回帰分析の結果，ともに有意性が認められた項目

は人口当たり病床数と1世帯当たり人員数であった。人口当たりの病床数が多いところほど，入院診療費が

高く，1世帯当たり人員数が多いところほど，入院診療費が安かった。医療需要の指標とした70歳以上の全

死因死亡率と老人1人当たり入院診療費の間には重回帰分析では有意性は認められなかったが，単相関分析

ではむしろ負の有意な相関が認められた。また，70歳以上の脳血管疾患死亡率と老人1人当たり入院診療費

の間にも単相関分析で有意な負の相関が認められた。

　以上，高齢者の入院は医療の必要性以外の要因が大きく関与していると考えられた。

　4.　重回帰分析の結果，老人1人当たり入院外診療費との間に有意性が認められた項目は70歳以上の全死

因死亡率と基本健康診査受診率であった。入院外診療費は入院診療費と異なり，医療需要がその診療費の高

低に反映していると考えられた。
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